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ちゅ    ひちょる

  朱   喜哲

-電通 第６マーケティング局 チーフ・リサーチ・ディレクター
-大阪大学 社会技術共創研究センター（ELSIセンター） 招へい准教授
-博士（文学）

2011年に電通入社後、ダイレクトマーケティングとデータアナリティクスを起点に、位置情報データ、購買デ
ータ等の多彩なデータを利活用したビジネスの開発・運用・コンサルティングに従事。
データのELSI（倫理的・法的・社会的課題）の専門家として、近年の法改正（個情法・電通法）への対応を含
むデータガバナンス、プライバシーテック領域についても多岐にわたる活動をしている。

・講演・メディア露出：
・アドテック京都2017／2018「パーソナルデータマイニング＆位置情報データ」モデレーター
・『MarkeZine』「人の行動をデジタルデータに変える」
・位置情報・ビッグデータカンファレンス2018，東京国際フォーラム，2018年9月14日
・月刊『販促会議』連載「しごとの哲学，哲学のしごと」（2019年1月号～）
・NHK Eテレ『ニッポンのジレンマ』出演（2019年1月1日OA回，3月31日OA回）
・MyData Japan2023 カンファレンス「プライバシーガバナンス」スピーカー
・MyData Japan2024 カンファレンス「データ倫理」モデレーター

・公刊物：
・『在野研究ビギナーズ』（明石書店，2019年）
・『すごい哲学』（法令出版, 2022年）
・『ネガティヴ・ケイパビリティで生きる』（さくら舎, 2023年）
・『〈公正〉を乗りこなす』（太郎次郎社エディタス, 2023年）
・『100分de名著 ローティ『偶然性・アイロニー・連帯』』（NHK出版、2024年）
・『人類の会話のための哲学』（よはく舎、2024年）
・『ELSI入門（仮）』（日本実業出版, 2024年予定） etc.
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「データビジネスELSI」領域での産学共創の取り組み
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アカデミアとビジネスの「協働／協業」は、目下取り組んでいる仕事の柱（のひとつ）。
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「データビジネスELSI」領域での産学共創の取り組み
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ELSI解説記事：https://dentsu-ho.com/articles/7123

アカデミアとビジネスの「協働／協業」は、目下取り組んでいる仕事の柱。

https://dentsu-ho.com/articles/7123
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そもそも「ELSI（エルシー）」とは何か？
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ELSI : Ethical, Legal, and Social Issues

倫理的・法的・社会的課題

• 新しい科学技術を研究開発し、社会実装する際に生じうる、技術的課題を超えた課題。

新規
科学技術
シーズ

ELSI（倫理的・法的・社会的課題）

社会実装
社会実装

社会実装

プライバシーや
個人情報保護は？

安全性は
確保されてる？

何かあった際の
責任は？

差別や不公平を
生み出さない？

法規制を
どうするべき？
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「ELSI（エルシー）」とは何か？
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ELSI : Ethical, Legal, and Social Issues

倫理的・法的・社会的課題

• 新しい科学技術を研究開発し、社会実装する際に生じうる、技術的課題を超えた課題。

➢「新しい科学技術」は、いつの時代も新しい課題をともなっている。

新規
科学技術
シーズ
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データビジネスに向けたELSI対応の先駆的取組体制
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センターでは、データビジネスのルール整備について、以下のような産学共創研究を推進。

2020-22年：リクルート「プライバシーセンター」設置に関わるレビュー（リクナビ事件後のID統合）

出典: https://www.recruit.co.jp/privacy/notice/210201_pppc.html

https://www.recruit.co.jp/privacy/notice/210201_pppc.html
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「ELSI（エルシー）」とは何か？
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ELSI : Ethical, Legal, and Social Issues

倫理的・法的・社会的課題

• 新しい科学技術を研究開発し、社会実装する際に生じうる、技術的課題を超えた課題。

• こうした課題を「E（倫理）」「L（法）」「S（社会）」に分けて議論する必要がある。

倫理(E)・社会(S)からの不断の見直しを受ける。
新規技術に対しては、後追いにならざるをえない。

社会において人々が依拠すべき規範・普遍的な理念。
少なくとも短期的には安定しており、法(L)の基盤となる。

「世論」や「炎上」として可視化される。
不安定で、ビジネスにとって予見困難なリスクともなる。

法(L)

倫理(E)

社会(S)

倫理(E) 社会(S)法(L)



Copyright 2024, Heechul Ju.   All Rights Reserved.

ELSIの「E」は、「事故」の事態にこそ問われる
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写真出典：https://diamond.jp/articles/-/346560

記憶に新しい、都知事選のポスター掲示板。
「違法ではない（「L」レベルでは問題ない）…」が、世論（「S」レベル）として「モヤモヤ」。

そして、それは「人それぞれの感じ方の問題（相対的）」ではなく、
もっと根本的な（＝倫理「E」レベルの）おかしさあり、

場合によっては対策するための立法がおこなわれるべきではないか…と感じられたのではないか。

このとき「おかしさ」をうまく説明できることこそ、
ELSIにおける「E」のポイント。
（このとき、何かしら哲学・倫理の語彙が必要）



データビジネスの最前線では「E対応」がすでに産業化

IAPP GLOBAL PRIVACY SUMMIT 2022 
(2022/04/12-13,  Washington D.C.）

出典：https://www.itmedia.co.jp/pcuser/articles/2204/13/news061.html

「プライバシーのない世界は、想像力、共感力、革新性、そして人間性に欠けます。Apple〔…〕は、

プライバシーは基本的人権だと考えているのです」

「私たちは長い間、セキュリティはプライバシーの基盤であると述べてきました。〔…〕私たちが直面

している危険は、単に私たちのデータを危険にさらすだけではありません。人間であるための自由

までが損なわれるのです。このような攻撃の脅威からユーザーを守るべく、私たちは真剣に取り組

んでいるのです」

「テクノロジーが私たちの世界を形成し続けることは明らかです。テクノロジーを生み出し、それを

支配するルールを作る私たちは、サービスを提供する人々に対して大きな責任を負っています」

出典：https://iapp.org/news/video/keynote-tim-cook-apple-ceo-iapp-global-privacy-summit-2022/

Tim Cook(Apple CEO)のスピーチ概要
プラットフォーマーはルールメーカーであると明確に位置づけ、データ倫理をApple社の競争力として打ち出す。

出典:https://iapp.org/news/video/keynote-tim-cook-apple-ceo-iapp-global-
privacy-summit-2022/

https://www.itmedia.co.jp/pcuser/articles/2204/13/news061.html
https://iapp.org/news/video/keynote-tim-cook-apple-ceo-iapp-global-privacy-summit-2022/
https://iapp.org/news/video/keynote-tim-cook-apple-ceo-iapp-global-privacy-summit-2022/
https://iapp.org/news/video/keynote-tim-cook-apple-ceo-iapp-global-privacy-summit-2022/


データビジネスの最前線では「E対応」がすでに産業化

IAPP GLOBAL PRIVACY SUMMIT 2022 
(2022/04/12-13,  Washington D.C.）

「今日のデータプライバシーへの対応として求められることが“大幅に”変化している。現状のプ

ライバシーポリシーやオプトイン・オプトアウトの二元論での通知・同意の取得（形式的な同意）

は、時代遅れで不十分である」

「データプライバシーとセキュリティの保護について、形式的な保護ではなく、実質的な制限を考

慮しながら対応していくべきだと考えています。」

出典：https://iapp.org/news/a/ftc-chair-touts-interdisciplinary-approach-to-data-privacy-security/

Lina Khan氏(FTC議長)のスピーチ概要
現状のプライバシーポリシーや同意取得の手法が時代遅れであり、新たなデータ倫理産業の必要性を強調。

出典: https://media.iapp.org/2022/04/12131806/Khan_Lina_GPS22_EA2_0011.jpg

出典: https://www.youtube.com/watch?v=DpMrfsTDmP8

https://iapp.org/news/a/ftc-chair-touts-interdisciplinary-approach-to-data-privacy-security/
https://media.iapp.org/2022/04/12131806/Khan_Lina_GPS22_EA2_0011.jpg
https://www.youtube.com/watch?v=DpMrfsTDmP8


データビジネスの最前線では「E対応」がすでに産業化

IAPP GLOBAL PRIVACY SUMMIT 2022 
(2022/04/12-13,  Washington D.C.）

出典：https://iapp.my.salesforce.com/sfc/p/#1a000000HSGV/a/1P000000Lt54/WGR4EuQhscsVgpausv3k8AB5Q23TwY9yWSxrtPN1QUA

Session: “Building Trust ”より

これからのデータビジネスは「信頼」の実現が最上位目的であり、法令遵守（L対応）は当然の義務として、
差別化戦略の要素として「プライバシーおよび倫理・社会的責任」が強調。

https://iapp.my.salesforce.com/sfc/p/


ビジネスにおいて，とりわけE(thical)への関心が

〔…〕「求められる倫理観」（日経新聞 2019/12/8付）

「…もし顧客から倫理的に問題がある指
示をされた時に，ノーと言うことができ
るか．ノーと言うために十分な知識を持
ち説明ができるのか．」

「最新の法制度を理解するのは当然だが，
それ以上に，我々の倫理観が問われる
ケースがある．〔…〕データサイエン
ティストは高い倫理観と十分な知識を
持って，データ活用に携わる必要がある
だろう」

「倫理観」とは？
どうすれば養成できる？
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一般生活者およびデータビジネス従事者を対象とした
ELSIに関わる意識を調べる調査を2021年末・2023年末に実施

調査目的
一般生活者のデータに関する用語理解・データビジネスへの興味関心を確認する。
データビジネス従事者の意識やデータビジネスに関する理解を確認する。
一部データを国際比較し、日本の現状を把握することを目的とする。

調査実施機関 電通マクロミルインサイト

調査対象者
サンプル数

【スクリーニング】
・全国
・20代～60代男女 20,000ss

【本調査】
・データビジネスに関わる方 1,000ss

調査期間 2021年12月20日（月）～24日（金）／2023年12月20日（水）～ 27日（水）

質問数
【スクリーニング】 7問（2021年）／10問（2023年）

【本調査】10問

「データビジネスにおけるELSI意識調査」の結果とファインディングス
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「ELSI（倫理的・法的・社会的課題）」の認知(2021)

生活者全体では20%の認知度。
「企業データビジネス従事者」では43％の認知度となっており、全体とのギャップが大きい*。

3.4 
13.0 

1.6 

17.0 

29.8 

14.7 

79.6 

57.2 

83.6 

全体
(n=20000)

企業データビジネス従事者
(n=2235)

データビジネス非従事者
(n=11438)

「ELSI（倫理的・法的・社会的課題）」用語理解

説明することができる 聞いたことがある 知らない

*…なお「ELSI」は、今回調査した30の用語のうち、もっとも「企業データビジネス従事者」と「全体」での認知度ギャップが大きい（22.4）用語である。 注）数値は回収数を100とした％

「認知」計
20.4％

「認知」計
42.8％

「データビジネスにおけるELSI意識調査」の結果とファインディングス



163. 「データビジネスにおけるELSI意識調査」の結果とファインディングス

データビジネス従事者の課題感（将来）（21/23）

DB従事者にとって、今後の課題として想起される項目では、「E>S>L」の優先順位となった。
半数がE課題を想起し、とくに「倫理（観）」が重視されていることがわかる。

逆にL課題については、現時点で取り組んでいる自認があるためか、やや低い傾向。

注）数値は回収数を100とした％

※ ●Legal ●Ethical ●Social Issues

「企業データビジネス従事者」(n=1000)

「データビジネスにおけるELSI意識調査」の結果とファインディングス
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全　体 (1,000) 30.0 29.5 27.6 27.5 23.2 22.6 21.9 21.2 18.0 0.1 15.6 34.7 46.5 45.9 2.22

＜ データビジネス従事所属別 ＞

経営部門 (152) 30.9 42.8 38.2 28.9 32.2 32.9 32.2 27.0 24.3 0.0 3.3 44.1 54.6 54.6 2.89

法務部門 (56) 23.2 21.4 33.9 26.8 33.9 32.1 19.6 41.1 14.3 0.0 5.4 44.6 51.8 39.3 2.46

管理系部門 (92) 31.5 45.7 32.6 37.0 32.6 25.0 30.4 31.5 22.8 0.0 14.1 40.2 46.7 58.7 2.89

営業部門 (119) 32.8 27.7 23.5 26.9 26.1 21.0 19.3 17.6 18.5 0.0 15.1 40.3 47.1 47.9 2.13

内勤（管理）部門 (41) 46.3 26.8 26.8 29.3 24.4 17.1 34.1 12.2 17.1 0.0 9.8 36.6 56.1 41.5 2.34

内勤（現場）部門 (237) 30.0 25.3 25.3 27.0 18.6 18.6 18.1 16.0 16.0 0.4 19.0 31.2 46.4 44.3 1.95

研究開発 (70) 35.7 35.7 34.3 28.6 27.1 30.0 25.7 30.0 18.6 0.0 12.9 34.3 54.3 48.6 2.66

医療・行政など (167) 24.0 21.6 21.6 24.6 12.0 18.6 14.4 15.6 18.0 0.0 18.0 26.9 37.7 40.7 1.70

＜ 年代別 ＞

18～29歳 (141) 28.4 31.2 31.2 28.4 22.7 27.7 26.2 27.0 20.6 0.0 17.0 35.5 46.8 48.2 2.43

30　代 (211) 31.3 35.5 27.5 30.3 24.2 24.2 24.2 21.8 19.4 0.0 13.3 37.0 47.9 51.7 2.38

40　代 (283) 26.5 24.0 25.1 25.8 20.8 22.3 22.6 22.3 19.8 0.4 18.4 33.6 42.0 40.3 2.10

50　代 (244) 32.8 28.3 27.9 27.0 23.4 19.3 17.6 17.6 13.9 0.0 14.8 32.0 48.0 45.1 2.08

60　代 (121) 32.2 32.2 28.9 26.4 27.3 21.5 19.8 18.2 16.5 0.0 13.2 38.0 51.2 47.9 2.23

2021年  全　体 (1,000) 32.5 28.7 31.0 30.2 22.5 23.0 21.7 18.2 16.9 0.0 12.6 33.3 49.8 46.8 2.25

■全体+10pt以上　■全体+5pt以上　■全体-5pt以下　■全体-10pt以下（n=30以上）
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20%
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50% 2021年
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真っ二つに割れている「倫理」理解（1/2）

重視されている「倫理（観）」だが、その理解については、じつは一致していない。
「目標（やった方がよいこと）」⇆「義務（やらねばならないこと）」の軸で問うと、ほぼ半数ずつの分布となる*1。

この点は、欧米におけるスタンダードな理解（B）と齟齬がある*2。

Aに近い Bに近い

Ａに近い ややＡに近い ややＢに近い Ｂに近い

(n=1,000) 55.2 44.8

Ａに近い

計

Ｂに近い

計

14.7 40.5 30.6 14.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A：「倫理」とは「できる限り目指すもの」だと思う
B：「倫理」とは「絶対に守るべきもの」だと思う

「あなたは「倫理」というワードについて、次のAとBのどちらに近いと思われますか。」

「企業データビジネス従事者」(n=1000)

*1…なお、本調査においては若年層ほどAを支持する傾向にある。 *2…企業が「倫理原則」等を発信する際にはBの用法が基本となるが、近年ではAに近い理解も指摘されている。
参照：Wagner(2018)”Ethics As An Escape From Regulation. From “Ethics-Washing” To Ethics-Shopping?” 注）数値は回収数を100とした％

「データビジネスにおけるELSI意識調査」の結果とファインディングス
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真っ二つに割れている「倫理」理解（2/2）

「倫理」理解のバリエーションは幅広く、「社会人としての規範」などが想起されやすく、
それらに次いで「普遍的な理念」とする欧米的な「倫理」理解が登場する。

E課題に向かうためにも、「倫理（観）」の内実について言語化し、企業内外・社会に発信する必要がある。

注）数値は回収数を100とした％

「企業データビジネス従事者」(n=1000)

n=
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人

と
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て
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だ

と
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う
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目

標

だ

と
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う
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が

守

る

べ

き

も

の

だ

と

思

う

わ

か

ら

な

い

・

こ

の

中

に

は

な

い
（
平

均

回

答

個

数

）

あてはまる（いくつでも） (1,000) 56.1 42.4 42.4 41.7 33.8 26.5 18.6 16.0 2.6 2.78

特にあてはまる（３つまで） (1,000) 43.5 30.3 31.8 28.1 22.0 15.8 10.5 7.9 2.6 -

最もあてはまる（１つ） (1,000) 21.9 12.6 19.9 15.4 9.8 8.0 5.4 4.4 2.6 -

0%

20%

40%

60%

あてはまる（いくつでも）

特にあてはまる（３つまで）

最もあてはまる（１つ）

「データをあつかうあなたの業務において、「倫理」というワードはどのようなものだと思いますか。以下からあてはまるものをお選びください。」



Q.
“What is Ethics!?”

『倫理的』って（結局）どういうこと？

A.
“Ethical Issues

are distinguished from 
Legal and Social Issues.”

『法的』『社会的』課題と区別すればわかる(かも)
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「ELSI」の分類

Social Issues
（社会的課題）

Ethical Issues
（倫理的課題）

Legal Issues
（法的課題）

施行された法

都度アップデートされる
（技術の後追いになる）

（解釈の余地はあるが）
明示的で，対応しやすい

普遍的な理念
（正義・公平性・尊厳）

原則として変化しない

必ずしも明示的でなく，
熟慮が必要

社会的話題（世論）

変化しやすい

<SNS炎上>など新たな
形でリスクが顕在化

20
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「ELSI」領域の在り方（欧米）

議論のベースに、市民社会の議論（S動向），さらに専門家の見解（E動
向）があり，そこから立法（L動向）がなされる順序．

Social Issues
（社会的課題）

MyData
市民運動

Ethical Issues
（倫理的課題）

普遍的価値観の抽出
（正義/公平性/尊厳）
EU-EAG, ACM-FATなど
アカデミア+行政動向

Legal Issues
（法的課題）

GDPR制定
各国の実定法化

【L動向】
立法化

【E動向】
政策助言/自主規制

【S動向】
社会運動/ロビイング

21
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「ELSI」領域の在り方（日本の場合）

22

日本の場合、ビジネス主導(リスク対応)が特徴。整備が後追いになる「L
（法的）リスク」対応だけでは不十分．より視野を広く持つ必要がある．

Social Issues
（社会的課題）

SNS・報道・世論

Ethical Issues
（倫理的課題）

倫理観・モラル

Legal Issues
（法的課題）

個人情報保護法改正
GDPR十分性認定

【Lリスク】
法抵触・訴訟

【Eリスク】
倫理的反発・不信

【Sリスク】
炎上・風評

日本では十分に議論されておらず
Sリスクと区別されていない

（議論の土壌がない）



Copyright 2024, Heechul Ju.   All Rights Reserved.

「E」領域のボキャブラリー

23

ELSIを考える際には、単に「法律を守る」ということではなく、
法律の「理念」、その背後にある思想を理解しなければならない。
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「E」領域のボキャブラリー

24

ELSIを考える際には、単に「法律を守る」ということではなく、
法律の「理念」、その背後にある思想を理解しなければならない。

人格の尊厳・自由

ステークホルダー

フェアネス/普遍性
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「気持ち悪さ」の言語化

新興技術について、健全な議論を進めるための、S→E→Lの順序関係。

25

■事例：都知事選ポスター
ジャック

■「S」レベルの<モヤモヤ>

「なにこれ」
「子供に見せられない」

「おかしい」
etc.

■「E」語彙での整理

「公共的ツールを私物化している」
（ステークホルダーの無視）

「選挙の公正さに付け込んでいる」
（ルールへのハック）

etc.

■法整備（L）への議論
・選挙広報のアップデート

（供託金等「有名」対価設定の是正）
（「寄付」抜け穴の再検討）
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「気持ち悪さ」の言語化

新興技術について、健全な議論を進めるための、S→E→Lの順序関係。

26

■事例：AI美空ひばり
（2019年NHK紅白歌合戦）

■「S」レベルの<モヤモヤ>

「気持ち悪い」
「冒涜」

「技術の濫用」
「なんかやだけど、別にいいんじゃない？」

etc.

■「E」語彙での整理

「故人の人格の尊厳を毀損する」
（端的に「嘘」をつかせている）

「故人の自律性を損ねている」
（故人には訂正不可能である）

「故人の資産を不当に搾取している」
（肖像権保持者が許可すればよいのか？）

etc.

■法整備（L）への議論
・死後のプライバシー

（財産権？ 人格権？）
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「気持ち悪さ」の言語化（事業者目線）

事業者目線でのチェックポイントのキーワードは「ヒヤリハット」。
事故を未然に防ぐためインフラ事業者が重視するように、皆で防げるか。

27

■事例：AI美空ひばり
（2019年NHK紅白歌合戦）

■「S」レベルの<モヤモヤ>

「気持ち悪い」
「冒涜」

「技術の濫用」
「なんかやだけど、別にいいんじゃない？」

etc.

■「E」語彙での整理

「故人の人格の尊厳を毀損する」
（端的に「嘘」をつかせている）

「故人の自律性を損ねている」
（故人には訂正不可能である）

「故人の資産を不当に搾取している」
（肖像権保持者が許可すればよいのか？）

etc.

■ルール（L）からの検討
・企業理念
・行動指針

作り手サイドの「ヒヤリハット」
（とくに現場ではあったはず…）

「これ大丈夫かな？」
「炎上しない？」

「気持ち悪がられるかも…」
「ちょっとやりすぎじゃない？」

「ヒヤリハット」を上申する
ためのボキャブラリーはあったか？

それが発せる環境だったか？

「まぁ現場の責任じゃないし…」
「うまく表現できないし…」

「ブレーキかけて煙たがられるのも…」

共通で参照する「理念」と
絡められれば言えたかも？

「公共放送として××の観点から…」
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「理念」に基づいた理由の言語化

企業の意思判断として、L対応（法令遵守）は当然。
対応が困難なS（炎上）対応にこそ、「E」が重要な役割を果たす。

28

■事例：スープストックトーキョー
「炎上」事例

（2023年4月）

■「S」レベルの<炎上> ■「E」観点からの応答責任の履行

“私たちは、お客様を年齢や性別、お子さま連
れかどうかで区別をし、ある特定のお客様だけ
を優遇するような考えはありません。

私たちは、私たちのスープやサービスに価値を
見出していただけるすべての方々の体温をあげ
ていきたいと心から願っています。”

■企業理念
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倫理指針・プライバシーポリシー・ユーザー規約の構造

29

ELSIに配慮したデータビジネスを展開する際、おもに作成されるのは以下の三点。
各々役割が異なるが、国内の現状ではAを制定せず、Bの改正（新個人情報保護法対応）が遅れているデー

タビジネス事業者が多数おり、批判を浴びがちである。

A.倫理指針

誰向けか？：社会全体（PR）
対象は？：データを用いたビジネス全般

➢ 趣旨：データを利活用して、新たなビジネスを進める企業として、
基本的な価値観・ビジョンを表明し、今後の指針とする。

B.プライバシーポリシー C.（各種）ユーザー規約

誰向けか？：サービスの全利用者
対象は？：個人情報を扱うビジネス全般

➢ 趣旨：具体的なデータの取り扱いに関する情報
を開示し、とりわけ個人情報の取り扱いについ
て具体的なデータ流通に即して、説明をおこな
う。

➢ 2021年の個人情報保護法改正を受けて各社が改
訂中。データ利活用が新たに加わる度に、改訂
と周知が必要になる。

個人情報取り扱いについてはPPに準拠

誰向けか？：個別の（会員）サービス利用者
対象は？：当該サービスでの取得データ利活用

➢ 趣旨：ユーザーとの（民事上の）「契約」に相
当する規約。

➢ とりわけアプリやログイン機能を伴うサービス
において、取得データを利活用したビジネスを
検討する際には、当該サービスでの規約の「通
知と同意」が不可欠で、UX/UIも重要に。

「正しいことば」を適切に用い、自分たちの奉
じる価値・規範を明示化する必要がある
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倫理指針・プライバシーポリシー・ユーザー規約の構造（例）

30

普遍的な価値観・ビジョンの提示を謳う「A.倫理指針」、
全般的な「B.プライバシーポリシー」、サービス毎の「C.利用の規約」を制定する例。

英語圏を中心に、BないしCについてはビジュアライズ等、ユーザーフレンドリーな表現も重要に。

A.倫理指針

例）マイクロソフト
「AIのための倫理指針」

「倫理規定」

＃普遍的な価値・ビジョンに
ついての表明

B.プライバシーポリシー C.（各種）ユーザー規約
個人情報取り扱いについてはPPに準拠

https://privacy.microsoft.com/ja-jp/privacy https://www.skype.com/ja/legal/tou-connect/

例）マイクロソフト
「Microsoft におけるプラ

イバシー」

＃個人情報・位置情報など
取得データ種ごとに

ビジュアルを駆使した
わかりやすい形でポリシー

を提示している

例）マイクロソフト
「Skyepe利用規約」

＃MS参加のサービス毎に設定
される利用規約

（ほかOffice365,edgeなどサー
ビス毎に作成）

例（マイクロソフト）：
公正（フェアネス）、透明性、信頼性、プライ
バシーとセキュリティ、包摂性、説明責任

https://privacy.microsoft.com/ja-jp/privacy
https://www.skype.com/ja/legal/tou-connect/
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日本企業の場合の「理念」「規範」の建て付け

31

現在の（北米テック企業がリードする）ELSI対応やE産業化において、
日本企業はたしかに立ち遅れているが、それは「ことばづかい」レベルの問題も大きい。

旧来から存在する理念・規範を表現する在り方をアップデートしていくことが重要。

久保田潤一郎(2008)「企業倫理の制度化における行動規範と浸透活動の要件」、『日本経営倫理学会誌』第15号
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「ELSI」対応プロジェクトと「<公正>を乗りこなす」

32

日本語においては、「倫理」を表現するためのボキャブラリーである
「正しいことば」がうまく扱いづらい環境がある。

企業文化に働きかけ、課題感を共有しやすい「ELSI」プロジェクトと
より一般向けに理論的背景を説明する「<公正>を乗りこなす」プロジェクトという位置づけ。

https://www.editus.jp/topics/rensai/fairness

『<公正>を乗りこなす』（太郎次郎社）

ELSI解説記事：https://dentsu-ho.com/articles/7123

https://www.editus.jp/topics/rensai/fairness
https://dentsu-ho.com/articles/7123


ご清聴ありがとうございました。

朱 喜哲
juheechul1985@gmail.com

mailto:juheechul1985@gmai.com
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